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事業計画書

令和8年度公益財団法人広島平和文化センタ ー 事業計画書

1 基本方針

公益財団法人広島平和文化センタ ー は、 昭和5 1年4月の設立以来、 広

島の被爆体験を根底に据え、 世界平和の推進と人類の福祉の増進に寄与す

ることを目的として、 平和推進及び国際交流 · 協力のための諸事業に取り

組んできた。

令和8年度においては、 広島市との連携の下、 平和団体、 国際交流団体

等との協働により、 平和推進を巡る課題等を踏まえつつ、 これまでの諸事

業をさらに発展させ、 核兵器の非人道性など平和思想の普及と国際世論の

喚起、 国内外の若い世代への平和学習と被爆体験の継承及び国際相互理

解 · 協力や友好親善の促進に 一 層努力する。

また、 広島平和記念資料館については、 令和4年度から令和8年度まで

の5年間、 広島国際会議場については、 令和7年度から令和1 1年度まで

の5年間、 広島市から指定管理者の指定を受けており、 引き続き適正な管

理運営を行う。

2 事業計画

(1)公益目的事業1 （平和推進事業）

ア 被爆体験継承普及事業

(7)修学旅行生への被爆体験講話等（予算額：4, 251万円）

a 学校等の依頼を受け、 修学旅行生を始めとする国内外からの来

訪者等を対象に、 被爆体験証言者による被爆体験講話や原爆記録

ビデオの上映等を行う。 また、 夏休み期間中に、 事前予約不要か

つ無料の講話を開催する。

• 実施件数：約1, 8 0 0件

b 被爆者の記憶に残る被爆当時の光景を後世に残すとともに、 若

い世代への被爆体験の継承を図るため、 証言者等と高校生が共同

で「原爆の絵」を制作し、 完成した作品を被爆体験講話等に活用

する。
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